
1982 年 10 月、世界初の CDが日本で発売されて以降、瞬く間に CDは世界市
場に普及し、84 年にはアナログレコードの売り上げを上回ります。　　　　
音楽再生ソフトとして CDが席巻していくまさにこのような時期、1985 年に
日本で唯一の音楽総合情報誌として月刊誌「CDジャーナル」が発刊されます。
「CDジャーナル」は市販される全ジャンルの音楽 CDをくまなく掲載紹介する
という他に例を見ない CD 目録としての価値にとどまらず、当代の音楽評論家、
研究者による精緻なリポート、独占インタビューを含めた世界の音楽家、アー
チストの紹介で、音楽シーンの動向をリアルタイムで伝えています。加えて
CD再生装置としての音響機器の重要性に目を向け、聴き手重視の音響製品レ
ビューにかなりの誌面を割いているほか、映像ソフトである LD、DVDのリリー
ス情報も紹介されています。
1985 年の創刊４月号から 2019 年 4月号までの 35 年分全 406 冊、広告誌面も
含め全ページを収録したこのアーカイヴは、85 年以降の CD全史、延いては
音楽全史、カルチャー全史を概観するよすがとなるはずです。
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「CDジャーナル」35 年分 406 冊全ページをDVD12 枚に収録



2006.02 「CD新譜試聴記 700 点！」より。
700 点の CDの発売データや収録曲名に加
え、簡潔な解説が読める。

市販された音楽 CDをくまなく掲載。資料的価値を越えて。

ジャンルを越境することで見えてくる音楽の総体。

毎月発売される 1000 タイトル以上の CDを網羅。そのうちの多く
は単に発売日、価格、レーベル、収録曲といった基本データにと
どまらず、簡便で明快なクリティークが有数の音楽ライターらの
手によって記されています。それらの評を読み解くことによって、
ヒットチャートを賑わすことのなかった未知の CDの中から、珠
玉の作品を探し当てることも。

「CDジャーナル」が取り上げているのは新譜に限りません。
既発売も含めオールジャンル全ての CDに目が向けられてい
ます。たとえばピアノをテーマにした特集ではクラシックだ
けでなく、ジャズ、ロック、ポップミュージックなど各ジャ
ンルのトップミュージシャンへの取材や専門家のエッセイに
よって、多角的、横断的に紹介されます。同誌ならではの音
楽的蓄積をフル活用した取材によって編集された誌面が、総
体としての音楽への理解を深める助けになるでしょう。

2003.10 目次。特集 「ピアノに憑
かれて」ピアノを切り口に全て
のジャンルの音楽が洞察される。

1991.10 目次。特集「名曲ヴォー
カル･アルバム 100 選」古今東西
ノンジャンルで名盤 100 をピッ
クアップ。

1 曲から広がる世界。
市販CDをあまねく紹介する一方、一つのアルバムあ
るいは楽曲に対して深く掘り下げるのも「CDジャーナ
ル」の特色の一つです。とりわけクラシックでは一つ
の楽曲を、多くの指揮者･奏者が取り上げています。チャ
イコフスキーの「悲愴」、マーラーの「巨人」、ベートー
ヴェン「第九」などクラシック王道の作品がそれぞれ
の CDを比較試聴して紹介されています。

1993.04 「マーラー「巨人 」徹底聴き比べ 52 枚」
企画内に掲載された 52 枚のリスト。CDデー
タはもちろん指揮者、オーケストラ名も。



オールジャンルならではのカルチュラルな特集。
「CDジャーナル」が横断するジャンルは音楽だけにとど
まらず、広く文化一般に及びます。雑誌の顔たる特集で
もしばしば試みられ、芸術全般、時代、社会との相関を
見ることができます。

2009.08 号 [ 村上春樹をめぐる 100 枚」。  村上
作品に登場するクラシックからジャズ、ロッ
クに及ぶ楽曲紹介を糸口に、村上文学と音楽
の関連を識者が読み解いていく。

アーチストのリアルタイムの肉声が伝えるリアリティ。

映像メディアの分析と変遷。
創刊以来常に「CDジャーナル」は音楽と映像との関連
に注力し数多くの記事を編むと同時に、再生ソフトにつ
いても CD同様多くの誌面を割いています。LDから
DVDへの変遷、映像メディアの意義をアーカイヴから読
み取ることができます。

1992.01 レーザーディ
スク最盛期、1069 枚
の CDに加え LD241 枚
を紹介。

2003.07  特集「音楽
DVD祭り」では厖大な
音楽DVDから 55 枚を
厳選し詳細に解説。

2011.11 音楽家としての
側面も持つ映画監督デ
ヴィッド･リンチを巻頭で
フィーチャー。音楽制作
についての本人の発言で
明かされるリンチの世界。

2006.10 　特集「音楽とドキュ
メンタリー」ロックはもちろ
ん、ジャズ、Jポップ、クラシッ
クまでオールジャンルで映像
作品を紹介。専門家やアーチ
ストによる綿密な分析も。

2011.06   特集「3.11 が音楽
にもたらすもの」福島以後
の芸術について語る片山杜
秀のロングインタビューを
導入に、坂本龍一、大友良
英ら震災を真摯に受け止め
たミュージシャンへの取材。

2006.11  特集「戦争と表現」
ナチス、ベトナム戦争、
9.11 といった暴挙に音楽や
映像がどう対峙しているの
か、戦争と音楽の関係は？
ジャズミュージシャン菊地
成孔の刺激的な寄稿も。

2005.10 目次。サザンオールス
ターズ、ポール･マッカートニ
ー、ザ・ローリング・ストーン
ズ、ハービー･ハンコック、ソ
ニー・ロリンズ etc.　そうそう
たるメンバーがインタビュー
に応えていることがわかる。

2012.01  巻頭特集は
坂本龍一。この号に
限らず、幾度となく
インタビューに応じ
ている。

毎号、数多くの音楽家、ミュージシャンの独占インタビ
ューが掲載されています。35年間のその蓄積から、アーチ
ストそれぞれの音楽的変遷をうかがい知ることができる
と同時に、その時々のミュージックシーンが浮かび上が
ります。



再生機器の変遷。技術の進化が変えるヒトとモノとの関係。
ソフトのみならず再生装置としての音響機器の取材にも
相当の誌面が用意されています。練達のオーディオ専門
家の批評眼が総括するスリリングなレビューと製品情報
は「CDジャーナル」の特色の一つです。CD、LDプレー
ヤー全盛の時代からDAT、DVD、Bluetooth と配信の時
代に向いオーディオ全般が様変わりしました。全ページ
を収録したこのアーカイヴでは各冊に掲載された厖大な
広告を総覧でき、それだけでも音響機器の変遷が一目瞭
然、人間と機械との関係をもあぶりだします。

2002.03 保存版特集
「2001 年 オーディオ機
器をふりかえる」毎号
さまざまなアプローチ
で音響機器を紹介する
「CDジャーナル」。この
号では、ジャズ、クラ
シック、ポップス、そ
れぞれの音源再生に最
適な機器を案内。

多彩な執筆陣による論考と洒脱なエッセイ。

2002.12 目次。多種多彩な執筆陣の一端が知れる。20 世紀を彩った100 人のアー
チストを毎号一人ずつ紹介する「アーティスト研究シリーズ」、レコードレーベル
を 1社ずつ取り上げる「レーベル研究シリーズ」は “研究” と銘打たれていると
おり、対象が徹底的に探求される。評判を呼んだ「山下洋輔の文字化け日記」は
100 回を越える長期連載となった。軽妙な筆致で笑いを誘う一方、卓越した文化
批評になっている。

ここで紹介した編集内容は、35 年間 406 冊分の中からピックアップしたごく一部、い
わばさわりに過ぎません。80 年代以降のカルチャーを彩ったアニメ、アイドルといった
現象ももちろん高い熱量で編まれています。DVD12 枚のどれを開いても、その時代の空
気が立ち上がってきます。読み、発見する楽しさはもちろん、厖大なハード、ソフト両
面の蓄積と時代を写し取る誌面は、研究、分析のための資料としても有用です。

通常価格 260,000 円 +税
特別価格 360,000 円 +税  
* 特別価格とは公共･大学図書館、
研究機関向け価格です。

〈お問い合わせ・ご注文〉
〒140-0013 東京都品川区南大井 6-16-16             
鈴中ビル大森アネックス                                           
日外アソシエーツ株式会社　 営業局 
TEL.03-3763-5241 FAX.03-3764-0845 　　　　　
sales@nichigai.co.jp　　　　　　

商品内容に関する質問、お問合せ　　想隆社　Mail：dev_order@soryu-sha.jp

特集テーマに即した論考やリアルタイムのディスク評は
もとより、様々なアーチストやレコードレーベル、音響
機器にフォーカスした読み物、連載コラムの全てをこの
アーカイヴで読むことができます。


